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(a) k(2m/C)0 0.5 1
Fig.ll.(a) 不整合分子場モデルにおけるUsとkの分散関係
ただし,k-1-1/nである｡












































ここで飽和モーメントが1.5pB/UatomよりgS- 1.5とし,また UI- UⅡとなる磁場
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